
 

< 運営推進会議における評価_様式例 > ※公表用 

【事業所概要】 

【事業所の特徴、特に力を入れている点】 

家庭的な雰囲気を大切にし、共有空間においても落ち着ける場になるように努めています。日中は玄関等に鍵は掛けない等､虐待/身体拘束をしないケアを基

本とし､言葉や対応などに気を付けています。感染予防を取り､馴染の方との交流を続けたり、苑の祭りを開催したり、妙見祭の神馬や亀蛇の来訪や、地域の

祭事に触れるなど季節を感じて頂けるように努めています。また、狭いながら苑庭の畑で､季節の野菜や果物を育成し､植え付けや収穫へ関わって頂いていま

す。好天時は庭でのランチや茶話会を開くなど、その時々の会話や笑顔を大切にしています。 

年１回､全職員は管理者との面談の機会を設け､個人のケアに向けた取組や目標､或いは希望や意見などが言える場を持ち､働きやすい環境作りにも取り組ん

でいます。 

【自己評価の実施概要】 

【運営推進会議における評価の実施概要】  

                                                   事業所名 グループホーム神苑 

法人名       有限会社神苑 事業所名 認知症対応型共同生活介護 グループホーム神苑 

所在地 
（〒866－0882 ） 

熊本県八代市松江本町 2 番 50 

事業所自己評価 

実施日 西暦 2025 年 1 月 20 日 
従業者等自己評価 

実施人数  （ 20 ）人        ※管理者を含む 

実施日 西暦 2025 年 3 月 30 日 出席人数（合計） 15 人     ※自事業所職員を含む 

出席者（内訳） 
□自事業所職員（4 人）  □市町村職員（1 人）  □地域包括支援センター職員（ 1 人）□地域住民の代表者（ 2 人） 

□利用者（ 2 人）  □利用者の家族（ 1 人）  □知見を有する者（ 1 人）  □その他（ 3 人） 

別紙３－３ 



 

■ 令和７年度 目標達成計画                                       作成日  2025年 3月 30日 

優先

順位 
項目 現状における問題点、課題 目  標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容 達成に要する期間 

 

 

1 

 

 

 

 

 

26 

一人一人の尊厳とプライバシ

ーを考えた声掛けや対応にか

けた時がある。 

利用者への配慮した声かけや対応

を行う。より良い関係性を築く。 

声掛けや対応にグレーと思われる事柄などを職員間で

話し合い、共有しながら利用者への尊厳を配慮した対

応を行う。 

研修などに参加し、よりよい声掛けや対応について学

ぶ機会を持つ。 

 

12 ヶ月 

 

2 

 

 

 

36 

利用者の身体機能の低下や感

染症のりすくもあり、外出の機

会が少なく、ヶ節の変化を感じ

る機会が減っている 

天候の良い日、近隣への散歩を行

う。 

季節に応じた手作りおやつの提供

を行う。 

天候の良い日、1 ヶ月に１回は近隣への散歩を行う。 

月１回、季節に応じたおやつを手作りする。 

 

12 ヶ月 

 

 

3 

 

 

 

 

25 

火災やシン、水害時等の避難方

法の把握に不安がある。 

BCP（事業継続計画）をもとに、

火災・地震・水害時のそれぞれの

訓練方法を全職員が身につける。

備蓄品について定期的に確認行

い、災害時に備えておく。 

緊急連絡網の見直し・訓練実施。 

BCP（事業継続計画）をもとにした訓練の実施。備蓄

品のリストを作成し、３ケ月に１回、期限や不足備品

の確認を行う。 

 

 

12 ヶ月 

注1） 項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。 

注2） 項目数が足りない場合は、行を追加すること。 



自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営

1 理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有し
て実践につなげている

月に1回のカンファレンスで職員全員が理念
を唱和し、理念の共有と周知徹底を図り、
日々のケアへつなげています。

2 事業所と地域とのつきあい

事業所は、利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう、認知症の人の理解や支援の方
法などを共有し、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

月に1回、地域のいきいきサロンや地域清掃
などの活動に参加しています。また、事業所
内で行事を行う際には、近隣住民の方々に
も参加を呼びかけています。

毎回の運営推進会議において、月１回のい
きいきサロンに参加され、利用者様も喜ばれ
ているとの報告をしていただいています。今
後も地域活動への積極的な参加をお願いし
ます。

事業所自体が地域の一員であるという意識
を持ち、清掃活動やお祭りなどに参加し交流
している。
利用者も地域のサロンへ参加し、地域の一
員として過ごしている。
事業所が運営するカフェ(認知症カフェ)も再
開予定である。

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行っている。
参加者から寄せられる地域の情報などは、
事業所の運営に活用されている。

4 市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る

ケアサービスの取り組みについて尋ねたい
事など、運営推進会議の際やその都度連絡
し尋ねています。

運営推進会議の際や電話等で不明点や疑
問点をお尋ねいただいております。今後とも
よろしくお願いいたします。

運営推進会議には、市町村担当者、地域包
括支援センターの職員も参加していて、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを伝え
ている。

3
運営推進会議を活かした取り
組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

2ヵ月に1回、運営推進会議を開催し、活動報
告（内容が伝わるように写真を添えて）、事故
報告、事業所のイベント案内等行っていま
す。また質問や意見を伺いながら、サービス
の向上に努めています。

利用者の活動報告等について、写真を添え
て毎回の運営推進会議で報告されており、よ
く状況が伝わってきます。
また、実際に行っている研修について毎回資
料提供をしていただいており、職員さんのス
キルアップが図られていることがわかります。
今後も研修の継続をお願いします。

6 虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

研修を通し、全職員が学ぶ機会を持ち、虐待
防止に努めています。また折に触れて管理
者より虐待防止について話す機会を持つよう
にしています。2ヵ月に1回の危機管理委員
会では、現状や対応などを報告し、虐待につ
ながる可能性がないかについても話し合いを
行っています。

・身体拘束の廃止(適正化)や高齢者虐待防
止のための研修会を実施している。
職員アンケート、利用者、ご家族へのアン
ケートを実施し、事業所の適切な運営につと
めている
・これからも職員間の連携を高め、ケアの質
の向上に取り組んでいただきますよう、よろ
しくお願いします。

5 身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介護保険法指定基
準における禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘
束をしないケアに取り組んでいる

事業所として拘束は行わないケアを根幹とし
ており、全職員が研修を通して学ぶ機会を持
ち、理解を深めたうえで日々のケアに取り組
んでいます。また、2ヵ月に１回の危機管理委
員会では、身体拘束の状況について確認し、
言葉や対応の適正について検討していま
す。

・身体拘束の廃止(適正化)や高齢者虐待防
止のための研修会を実施している。
職員アンケート、利用者、ご家族へのアン
ケートを実施し、事業所の適切な運営につと
めている。
・問題なく取り組めていると思われます。

・職員研修で日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会がある。
これらの支援を必要としている利用者やその
背景についても学びを深めている。
・問題なく取り組めていると思われます。

7
権利擁護に関する制度の理解
と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

権利擁護についての研修へ参加していま
す。また、現在成年後見制度を申請されてい
る利用者がおられることで、より身近に学ぶ
機会を得ています。



A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

9
運営に関する利用者、家族等
意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

評価の結果や家族アンケート、面会時や電
話での対応時など利用者のご家族等からの
意見や要望などにはすぐに取り組むように努
めています。家族などから要望があった場合
は運営推進会議開催時に報告を行うこととし
ています。

・利用者、ご家族へのアンケートを実施し、事
業所の適切な運営につとめている。
・引き続き対応をお願いします。

8 契約に関する説明と納得
契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

特にリスク面や利用料金､重度化などには時
間をかけて説明するように努めています。契
約前に契約書見本を持ち帰って頂き、ある程
度理解して頂いた後に説明するようにしてい
ます。不明な点や疑問等あれば、気軽に連
絡いただくように声かけをしています。

・契約書の内容については、定期的に内容
の確認を行う等していただければと思いま
す。

12 職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

毎月定期的に内外の研修への参加ができる
ような環境を作り、介護技術や知識を深める
機会を積極的に設けています。これに加え
て、必要に応じて外部の資格取得研修にも
参加できるよう支援しており、参加に伴う勤
務の調整も柔軟に対応しています。

・年間の研修計画(事業所内)が立てられてお
り、啓活に沿った研修が行われている。
これと併せて、事業所外で行われる研修会
にも積極的に参加されている。
・積極的な研修参加を心がけ、職員のスキル
アップに努めてください。

・会議等で出た意見を法人内で共有する等
し、運営に生かしていただきますよう、よろし
くお願いします。

11 就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

職員との日ごろの会話から、個人の思いや
職員の取得したい資格などがあれば、希望
に沿った支援に努めています。また資格等
取得に伴った、キャリアアップ制度を設けて
います。

・職員が意見を出しやすい環境づくりや資格
取得に対する支援等を今後もよろしくお願い
し
ます。

10 運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

毎月のユニットカンファレンスで意見や要望
を尋ねたり、日常の会話の中でも意見等尋
ね、意見の出しやすい環境つくりに努めてい
ます。また出た意見等可能なことはすぐに対
応するようにも努めているます。

・他事業所との情報交換を行い、サービスの
向上に繋げてください。

14 本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いている

利用者一人一人の有する力を把握し、職員
と共に役割などへの関りを持ってもらってい
ます。また、職員は節度を持った対応を心が
け、良好な関係つくりに努めています。

13 同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

月に1回、グループホームの研修会に参加し
ており顔を合わせる機会や、他の事業所との
電話やグループLINEでの情報共有、困りご
と等のアドバイスを貰うなど、サービスの向
上につながるように取り組んでいます。

・利用者は地域のサロンへ参加し、地域の一
員として過ごしている。
事業所が運営するカフェ(認知症カフェ)も再
開予定である。
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努められている。

15
馴染みの人や場との関係継続
の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

十分な感染予防を取りながら、馴染みのある
祭り見物へ出かけたり、知人や家族の面会
であったり、家族には行事へ一緒に参加い
ただくなど支援を続けいています。毎月発行
しているホーム便りで、本人の様子を写真を
載せて報告しています。

祭り見物や運動会の開催など感染症対策を
しながら本人の馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう支援されていることがわか
りました。今後も状況に合わせた対応をどう
ぞよろしくお願いします。



A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

16 思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、一日の過ご
し方の希望や意向の把握に努めている

家族からの情報や日々のかかわりの中か
ら、思いを汲み取るように努めています。ま
た【こうしてもらったらうれしいシート】を作成
し、職員間で共有できるよう努めています。

・利用者一人一人に沿ったケアを今後もお願
いします。

18 個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

利用者の日々の様子や気付きなどはタブ
レットを利用し、記録と申し送りをしていま
す。また、職員間でも連絡ノートやグループ
LINEを利用しながら伝達漏れがないように情
報の共有を図っています。それらの記録や
情報を基に介護計画の見直しや実践に活か
しています。

・職員の方一人一人の気づきがより良いケア
につながるよう今後とも利用者の日々の様
子や気づきについて記録・共有をお願いしま
す。

17
チームでつくる介護計画とモニ
タリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

月1回のカンファレンスで職員間で意見交換
を行っています。また、ご家族に要望を伺
い、訪問看護師やかかりつけ医、歯科衛生
士等からのアドバイスなどを参考に介護計画
を作成しています。

・利用者やご家族の要望に沿った介護計画
の作成をお願いします。

・利用者や家族の要望等に応じたケア内容
の検討を今後ともお願いします。

20 地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らし
を楽しむことができるよう支援している

近くの公民館で開催される。、【いきいきサロ
ン】へ毎月参加をしています。八代文化祭へ
出かけたり、実習生の受け入れをしており、
若い世代とのかかわりを持つことができてい
ます。また、学園祭からの招待を受けて出か
けるなど楽しみへの支援に努めています。

実習生の受入れを積極的にされており、そ
の際の様子を写真で報告していただきまし
た。入居者の方も若い世代との関りを持つこ
とで日々の生活の刺激となることと思いま
す。

・日頃の生活の基盤となっている施設(公共
施設・機関や学校等)を把握し、関係を築く中
で利用者が心身の力を発揮しながら安全で
豊かな暮らしを楽しむことができるよう支援し
ている。
・今後とも地域資源を把握し、利用者が日々
楽しみを持てるよう支援をお願いしま

19
一人ひとりを支えるための事業
所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

その時の利用者のニーズや家族の要望など
に応じてケア内容を検討し、対応していま
す。

23
重度化や終末期に向けた方針
の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでいる

　
現在の状況や今後起こりうる状態について
主治医から家族と一緒に説明を受けたり対
応などのアドバイスを受けています。家族の
意見や思いを十分に共有し事業所が出来る
ことを説明しています。また介護計画の説明
時や面会の際、折に触れ話し合い終末期に
ついて意見を聞いています。

・利用者及びその家族だけでなく、従業員の
方にも負担とならない支援をお願いします。

・今後も引き続き連携をお願いします。

22 入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。あるいは、そうし
た場合に備えて病院関係者との関係づくりを行ってい
る

入院時の情報提供や、病棟看護師、関係者
へ状態確認をし、家族へ報告すると共に、職
員へも随時伝達し、情報の共有、状態把握
に努めています。また、事業所として対応で
きる範囲などを病院へ伝え早期退院へ向け
て支援しています。

・今後も必要な機関と連携し、情報の共有・
把握をお願いします。

21 かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援している

利用者や家族の希望するかかりつけ医と連携
し、ADLの状態に応じ往診を依頼するなどの対
応を行っています。体調に変化があった場合に
はかかりつけ医に相談し、対応等のアドバイス
を受けています。嚥下状態や口腔内の状態に
応じて歯科医へも相談体制を取っています。
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Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

26
一人ひとりの尊重とプライバ
シーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

プライバシーや一人一人の性格に配慮しな
がら、その人にあった声掛けや対応を心掛
けています。また、カンファレンス等で利用者
の尊厳や人格が損なわれないようなケアに
ついて話し合い取り組んでいます。

・全ての職員に対して、AEDの使用方法につ
いての勉強会を行うなど、定期的な訓練を通
して実践力を身に付ける取り組みを行ってい
る。
・緊急時の対応マニュアルについても、実際
に行った結果を反映し、修正等を行っていく
ようお願いします。

25 災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、
地域との協力体制を築いている

消防署や防災設備会社の協力を得て、年に
3回の訓練を実施しています。職員間の緊急
連絡訓練を実施し見直しなどを行っていま
す。備蓄品の整備や近隣の方へも避難場所
として開放することなどを声掛けを行ってい
ます。

活動報告にて訓練をされていることが確認で
きました。また、訓練時の反省点等もまとめ
られておりましたので、今後に生かして頂け
ればと思います。

備蓄が必要な備品等について、定期的に見
直し補充が行われている。
地域の方たちに対して災害時の自主避難所
として開放している。

24 急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

訪問看護事業所の定期訪問・２４時間相談
及び対応体制をとっており、緊急時の助言や
指導を受けています。緊急時等は緊急時の
マニュアルに沿って対応し早急の受診へ繋
げています。年に１回はAED使用の訓練を
行っています。

28 食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

食材を切る音や食べものの匂い等感じてい
ただき、職員と一緒に後片付けなどの手伝い
をされています。また暦を通して年間行事に
合わせて行事食やおやつなど、食べる楽し
みを持って頂けるよう努めています。苑庭の
畑で育成している作物の収穫なども参加して
いただき楽しんでおられます。

・定期的に行事食、イベント食を実施して、利用
者に楽しんでいただく取り組みを行っている。
・活動報告により、季節に合わせた献立や行事
食を提供されていることを確認できました。これ
からも季節に応じた行事食の提供等、食の安
全と楽しみの両立をよろしくお願いします。

・適切な言葉かけが行われるように、職員の自己
チェックを行い、接遇、高齢者虐待防止のための
研修を通して、人格の尊重、プライバシーを損ね
ない言葉かけや対応を目指している。
・どこまでがプライバシーになるのか、職員一
人一人が業務の中で意見が分かれるような
ところは、事業所全体で検討するなど、考え
る機会を設けて業務に取り組んでください。

27 日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりの日常生活における希望や意向、暮ら
しのペースを大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援している

本人のペースを大切に過ごして頂くように支
援しています。休息の時間を居室であった
り、共有空間のソファーであったり、お手伝い
をされたり、新聞の広告を眺められるなど本
人の思いを尊重した対応を行っています。

・今後もご本人様の思いを尊重したケアをお
願いします。

31 排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援、便秘の
予防等、個々に応じた予防に取り組んでいる

１人１人の排泄パターンを把握し、個々に
あったトイレ誘導や排泄用品を選定していま
す。また自尊心に配慮した声かけを行い、不
快な思いをされないように気を付けて対応し
ています。

・今後とも個々に合わせた食事等の提供を
お願いします。

30 口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

協力歯科からの助言、口腔機能やケアにつ
いて学びながらケアを実施しています。個々
に合ったケア用品を使用しながら対応してい
ます。また、必要に応じて協力歯科へ相談
し、訪問診療へ繋ぐなどの支援を行っていま
す。

29 栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

1日の水分摂取・食事摂取量をチェックし、目
標量の摂取ができるように努めています。
個々の状態に合わせた食事形態や量･好み
の飲料を提供しています。また、食事摂取量
が低下されている方に関しては、家族や主治
医へ相談しながら対応しています。
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34 服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

服薬確認を職員同士で行い、個々に応じた
服薬支援をしています。薬剤説明書は個別
にファイリングし確認できるようにし、内服薬
の変更時は特に気を付けて観察し、職員へ
服薬の目的や副作用等を伝達しています。
また、薬も個々に応じ、服薬しやすい形状で
の処方を主治医や薬剤師へ相談していま
す。

・服薬については、重大な事故にもつながる
恐れがありますので、今後も服薬前後の確
認をよろしくお願いします。

・利用者の気分や体調を確認し、対応をお願
いします。

33 安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

日中は本人の希望や健康状態に合わせて
居室で休んで頂いています。入床時間は基
本的には利用者の希望やその人の習慣に
応じて休んでもらっています。休まれる時に
は出来るだけ安眠できるような温度、湿度、
照明等の環境作りに努めています。

・利用者のストレスとならない環境作りを今
後・もよろしくお願いします。

32 入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々にそった支援をしている

ある程度の時間帯で入浴を実施はしていま
すが、希望に応じた対応に努めています。楽
しむ工夫として季節に応じた菖蒲湯・柚子
湯・入浴剤使用したり浴槽から見える位置に
絵や造花を飾ったり、職員との会話を楽しみ
ながら入って頂くなど、ゆったりとした入浴を
心掛けています。

・利用者は、地域のサロンへ参加し地域の一
員として過ごしている。
事業所が運営するカフェ(認知症カフェ)も再
開予定である。

36 日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

買い物希望時は直ぐに対応するよう心がけ
ています。学園祭や八代文化祭などへ出向
かれて作品などを見物されたり、季節の花を
見物に出かけていただくなどの支援をしてい
ます。また苑の玄関に植える花を一緒に選
んでもらうなどの楽しみを提供できるように努
めています。

活動報告にて学園祭や文化祭に参加されて
いる様子を確認しました。今後もできる範囲
での外出支援をお願いします。

利用者は、地域のサロンへ参加し地域の一
員として過ごしている。
事業所が運営するカフェ(認知症カフェ)も再
開予定である。

35 役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

個々に応じた毎日の(洗濯干し、取り込み
畳み、食器洗い、テーブル拭き、掃除等）役
割の提供を行い、達成感を得られるように努
めています。茶話会時には本人の好まれる
飲料などを提供しています。

報告書にて日々の活動について確認しまし
た。今後も個々に応じてできる範囲での役割
の提供をお願いします。

39 居心地のよい共用空間づくり

建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を
活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。共用の空間が、利用
者にとって不快や混乱をまねくような刺激がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、一
人ひとりが居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

常に環境整備を行っており、空調や外からの
日差しなどにも配慮しています。また、利用
者1人1人の身体機能や相性等も考え座る位
置等の工夫を行っています。壁画飾り等を作
成し、季節の変化を感じていただくように工
夫をし、耳に心地いい音楽を流して、居心地
のいい空間つくりを行っています

・室内でも季節の変化を感じていただける環
境づくりを今後もお願いしします。

・施設への移動販売を利用し、一人ひとりの
希望や力に応じて、お金を所持したり使える
ような支援に取り組まれている。
・金銭の管理についても事業所内にて、ルー
ルを定め対応していただきますよう、よろしく
お願いします。

38 電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

家族や知人から届け物があった時は、本人
にお礼の電話など入れて頂いています。家
族への電話を希望される方には、その都度
電話で会話をしていただき、安心できるよう
な支援をしています。

・今後も家族や知人とのコミュケーションを取
る機会の提供をよろしくお願いします。

37 お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

市内のスーパーからの週1回の移動販売で
好きな物（お菓子、果物、焼き芋等）を購入し
ていただく際には、本人に代金を支払ってい
ただいています。
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B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

・利用者のことを考えたケアを第一に、よろし
くお願いします。

41
本人は、自分の生活歴や友人関係、暮らしの習
慣、特徴など様々な情報をもとに、ケア・支援を
受けることができている

アセスメントや家族からの情報などを伺い習
慣や特徴などを考慮し、日頃の会話で生地
の地名や地域名、友人の名前などを話題に
出し言葉や表情などの観察をしてケアに活
かせるようにしています。

・利用者のことを考えたケアを第一によろしく
お願いします。

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）

40

本人主体の暮らし

本人は、自分の思い、願い、日々の暮らし方の
意向に沿った暮らしができている

本人の希望や家族からの情報、意向を確認
し、習慣等を踏まえたうえで、希望される生
活を支援しています。

42
本人は、自分の健康面・医療面・安全面・環境面
について、日々の状況をもとに、ケア・支援を受
けることができている

毎日のバイタル測定や本人への体調確認を
行い、経過を記録しています。週１回の訪問
看護からアドバイスを受けケアを実施してい
ます。また、必要に応じてかかりつけ医へ相
談や受診支援を行い、早期の対応に努めて
います。

・体調の異変にすぐ気づける様、日々の健康
チェックをよろしくお願いします。

43

生活の継続性

本人は、自分のペースで、これまでの暮らしの習
慣にあった生活ができている

利用者一人一人の身体状況に合わせて、本
人のペースにあった無理のないような支援に
努めてます。在宅での生活の習慣はそのま
まで過ごして頂ています。

・様々な生活習慣の方がいらっしゃると思い
ますので、一人一人に寄り添った対応をお願
いします。

44
本人は、自分のなじみのものや、大切にしている
ものを、身近（自室等）に持つことができている

馴染みのある家具や寝具、飾り物、本人の
拘りのある物は、身近に置かれるように家族
へ相談し可能な限り、居室が安心できる空間
になるよう支援しています。家族からプレゼ
ントされた物を居室に飾ったりされています。

・利用者の安全にも心掛け、居室のレイアウ
トを考えていただければと思います。

45
本人は、自分の意向、希望によって、戸外に出
かけることや、催（祭）事に参加することができて
いる

感染状況を確認しつつ、感染予防を行いな
がら、祭り見物や催し物へ出かけたり、事業
所での季節ごとの行事へも参加いただいて
います。

活動報告にて文化祭や祭りなどの行事に参
加されていることが確認できました。今後とも
感染状況を確認しながら行事等の参加をお
願いします。

・利用者は、地域のサロンへ参加し地域の一
員として過ごしている。
地域で開催される文化祭や季節の行事、祭
りごとに積極的に参加している。

・今後とも継続してご対応ををお願いします。

47
本人は、自分がいきいきと過ごす会話のひと時
や、活動場面を日々の暮らしの中で得ることがで
きている

茶話会やレクなど職員も一緒に参加し、常に
見守りながら、共に過ごすことを楽しまれるよ
うに努めている。

・レクレーションや茶和会等、利用者がいき
いきとした生活を送ることができるよう、今後
とも支援をお願いします。

46

本人が持つ力の活用

本人は、自分ができること・できないこと、わかる
こと・わからないことを踏まえた、役割や、楽しみ
ごとを行うことができている

元々の生活習慣や家族からの情報等を伺
い、有する力を活用しレクや他者とのお手伝
いなどへ参加して頂いています。困難な方へ
はその場へ参加して頂き、職員若しくは利用
者から声をかけて頂くこと等ふれあいの時間
が持てるように努めています。



A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

利用者は、地域のサロンへ参加し地域の一
員として過ごしている。
事業所が運営するカフェ(認知症カフェ)も再
開予定である。
・今後とも積極的に地域との交流をお願いし
ます。

49 総合
本人は、このGHにいることで、職員や地域の
人々と親しみ、安心の日々、よりよい日々をおく
ることができている

生活される中で、スタッフとの馴染みの関係も
できており、日々安心して過ごされています。穏
やかな表情で過ごされている時間も多く、今後
も利用者1人1人が安心した生活がおくれるよう
な支援に努めていきます。また入院された時な
ど家族が馴染みのある職員がいる場へ戻るこ
とを強く希望される言葉をいただく等、信頼関係
の構築に努めています。

運営推進会議の際もスタッフの方と和気あい
あいと写真を見ながら当時の出来事を振り
返っていらっしゃる様子を拝見し、安心して過
ごされていることが伺えました。

・GHで生活していても、これまでの地域生活
の延長線上で生活を営むことができていて、
いい地とのかかわりの中で生活していること
を実感されていると思います。
・今後とも利用者の方が安心して生活できる
ようご対応をお願いします。

48
本人は、自分なりに近隣や地域の人々と関わっ
たり、交流することができている

感染予防を取りながら、地域で開催されてい
る、いきいきサロン等への参加し地域の方と
の交流に努めています。また近隣の方へ事
業所でのイベントへも参加を呼びかけ、気軽
に参加いただけるように努めています。

活動報告を通じて毎月のいききサロンに参
加され、楽しそうにされている様子を確認で
きました。今後とも近隣や地域の方々との積
極的な交流をお願いします。


